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Ⅰ.　組織の概要

（1） 事業所名

有限会社　渋谷塗装店
代表取締役社長　　　　渋谷　崇

（2） 所在地　　〒736-0034
　　広島県安芸郡海田町月見町2-9

有限会社渋谷塗装店　本社事務所
　〒736-0034　 所在地： 広島県安芸郡海田町月見町2-9 TEL:822-2722 FAX:822-1419

ED工場： 〃 3-7
第2工場： （塗装） 〃 2-7 TEL:822-2393 FAX:822-2410
第3工場： 〃 3-7
第4工場： （塗装） 〃 2-16 TEL:823-5226 FAX:823-5226
第5工場： （組立） 〃 2-19
荷役場： （受入出荷） 〃 3-29 TEL:822-6637 FAX:823-9658

（3） 環境管理代表者及び管理責任者連絡先
環境管理代表者　取締役社長 渋谷　崇
環境管理責任者　営業部 木原　健次

TEL: （082）822-2722（代表）
FAX: （082）822-1419

E-Mail： shibuya.to@go4.enjoy.ne.jp

（4） 事業の概要
金属表面処理及び焼付塗装、カチオン電着塗装、樹脂塗装、
関連部品組立、梱包、製品納入代行

（5） 事業の規模

Ⅱ.　対象範囲（組織図を含む）

（1） 認証、登録範囲
上記、1.組織概要（2）所在地が記載されている有限会社渋谷塗装店の拠点
全活動。

（2） 認証登録日
更新登録日

有効期限
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2007年10月19日
2021年10月19日
2023年10月18日

従業員 人 71 71 71

床面積 ㎡ 10,001 10,001 10,001

活動規模 単位 2019年
2019年10月～2020年9月

2020年
2020年10月～2021年9月

2021年
2021年10月～2022年9月

売上高 百万円 565 537 527



（3） 組織図及び役割・責任・権限表（2022.12.15現在）
組織図
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全従業員
・担当業務の問題点の発見、是正、予防処置
・環境経営方針を理解と環境への取組の重要性を自覚
・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

環境管理責任者

・環境経営システムを構築し、実施し、管理
・環境関連法規制等一覧表の作成
・環境経営目標の設定
・環境経営活動計画書（中期）及び環境経営活動計画書（単年度）の作成
・緊急事態の特定及び緊急事態対応訓練計画・実施
・教育訓練計画書の作成及び従業員に対する教育訓練の実施
・環境経営活動の取組状況の確認・評価及び結果を代表者へ報告
・環境への負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施

環境事務局

・環境管理責任者補佐
・環境関連の外部コミュニケーションの窓口
・環境経営システムに関する資料の管理
・環境経営活動実施結果の実績集計

担当業務責任者

・担当業務範囲における環境経営システムの実施
・担当業務範囲への環境方針の周知
・担当業務範囲における環境目標の達成状況及び環境活動計画の実施
　状況の確認・評価　環境管理責任者への報告
・担当業務範囲における運用手順書の作成及び手順に基づく運用管理
・担当業務範囲に関連する緊急事態対応のための手順書作成、テスト・
　訓練・記録

役割・責任・権限

社長

・環境経営に関する統括責任
・環境経営システムの実施及び管理に必要な、人、設備、資源、費用、
　専門技術・技術者を用意
・環境管理責任者を任命
・環境経営方針の策定・見直し及び前従業員へ周知
・環境経営目標及び環境経営活動計画記載の環境経営活動計画書の承認
・代表者による全体の評価と見直し実施

代表者（社長）
取締役

渋谷 崇

環境管理責任者
（営業部 兼務）

木原 健次

環境事務局担当
（品質管理 兼務）

伊藤 京子

（外部環境窓口）

営業部（4名）
営業顧問

木原 健次

品質管理課（2名）
品質管理顧問

狩野 博

荷役場（2名）

営業部

小川 寛子

第2工場（41名）
工場長

宮本 一也

第4工場（20名）
工場長

狩野 正晴

第5工場第3工場
空置場

ED工場



Ⅲ.　環境経営方針
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ご挨拶

有限会社 渋谷塗装店は、事業活動（金属表面処理及び焼付塗装、カチオン電着塗装、

樹脂塗装、関連部品組立）を行うことにより、環境への影響が重大であることを認識し、地

球環境の保全及び経営理念として、お客様の喜びを自らの喜びとし、社会に貢献できる

企業を目指します。環境経営システムを構築し、実施・運用し、継続的改善を行うことを目

的に、以下の通り環境経営方針を定めます。

制定日 2007年10月10日
改定日 2021年10月 1日

有限会社 渋谷塗装店

代表取締役                            

環境経営方針

１．事業活動における地球環境保全の具体的取組
①事業活動に伴い発生する産業廃棄物及びオフィス活動廃棄物等の発生廃棄物の

最小化及びリサイクルによる有効活用を目指します。
②事業活動に伴い使用する資材の廃棄状況及び消費するエネルギー（電力、灯油、

ガソリン等）の使用状況を定期的にチェックし、効率的利用に努めます。
③事業活動に使用する化学物質の削減、騒音･振動及び、排水量の削減＆排水

処理汚染等に十分留意、予防し、公害発生の防止に努めます。
④事務用品その他必要資材の購入に当たり、環境配慮商品の購入を推進します。
⑤塗装方法の改善活動に努めます。

２．環境関連法規等の順守
環境関連法規制及び当社が同意するその他の各種協定等を順守します。

３．地域社会貢献活動の推進
環境経営活動レポートの公表、本社周辺の清掃活動等を通して、地域社会の
一員として地域社会に貢献するように努めます。

４．継続的改善の実施
事業活動に伴い環境に与える影響を的確に把握し、技術的･経済的可能性を
考慮の上で環境経営目標を設定し、実施し、見直し、評価し継続的改善に努めます。

５．環境経営方針の周知及び公開
本方針を全従業員に周知徹底します。
本方針を一般の方より要請があるときは公開します。



Ⅳ.　環境経営目標

負荷の自己 排出実績
チェックコア指数 （2018年度） 2020年度 2021年度 2022年度

基準年度 基準比 基準比

2％減 3％減 4％減

電力 kg-CO2 924,949 906,450 897,201 887,951

灯油 kg-CO2 902,376 884,328 875,305 866,281

ガソリン kg-CO2 10,895 10,677 10,568 10,459

軽油 kg-CO2 49,035 48,054 47,564 47,074

LPG kg-CO2 15,969 15,650 15,490 15,330

CO2合計 kg-CO2 1,903,224 1,865,159 1,846,128 1,827,095

産業廃棄物の
削減

ｔ 73 72 71 70

一般廃棄物の
削減

ｔ 5 5 5 5

総排水量 総排水量の削減 ㎥ 20,495 20,085 19,880 19,675

化学物質
使用量

化学物質
使用量の削減

ｋｇ 17,005 16,665 16,495 16,325

塗装方法の
改善

不良率の低減 ％ マル秘 達成 体制維持 体制維持

環境配慮
商品の購入

環境は商品
購入推進

ﾃﾞｰﾀｰなし
環境配慮

商品購入推進
12品目以上 13品目以上

会社周辺の清掃 2回/月 2回/月 実施 実施 実施

清掃活動に参加 2回/年 参加 参加 参加 参加

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－4－

環境経営
目標

単位

廃棄物の排出
量

社会貢献活動

二酸化炭素
排出量

中期目標

・ 電力の二酸化炭素排出量は、0.677ｋｇ-CO₂/kWh（環境省、公表の中国電力㈱の2017年度

実績調整後、排出係数）とした。
・ 不良率の低減数値は、マル秘の為、公表していません。
・ 環境配慮商品の購入データはなく（担当者を取り決めエコマーク商品を購入するよう

にしています。（事務所に表示）



Ⅴ.　環境経営活動計画

負荷の自己
チェックコア指数 短期計画 中期目標

（2022年度） (2023年度）

電力の削減

・問題機種の検討・改善
・エアコンの省エネ運転実施
・部分消灯の徹底
・不良率の低減

・問題機種の検討、改善
・体制維持
（活動計画の定着化）
・不良率＆色替えの低減

灯油、ガソリン、
LPG、軽油の削減

・リフト作業の見直し改善
・アイドリングストップの実行
・乾燥炉のＯＮ、ＯＦＦの管理の徹
底

・方法調査＆実施
・体制維持
（活動計画の定着化）
・運送の合理化（調査、検討）

産業廃棄物の
削減

・廃棄物発生最小化の検討、推進
・廃棄物を持込まない作らない
・汚泥の脱水後、廃棄の実施
・ﾘｻｲｸﾙ品の活用

・検討・推進
・体制へ確立、維持
・汚泥の脱水方法の維持

一般廃棄物の
削減

・裏紙＆段ボールの再利用
・ゴミの分別収集の体制確立
・不良ﾊﾟﾚｯﾄの返却

・体制の確立・維持
・荷受時不良パレットの確認
・段ボール再利用

総排水量 総排水量の削減

・設備、検討・改善
・節水
・水漏れ個所の定期的確認

・設備、検討、
・体制の確立、維持
・節水

化学物質
使用量

化学物質使用量
の削減

・段取替えの減少
・塗装方法の改善＆指導

・体制の確立・維持

塗装方法の
改善

不良率の低減

・問題機種の検討・改善
・作業者の指導、教育
・４Ｓの実施
・塗装吊具のメンテと見直し

・問題機種の検討、改善
・体制の確立、維持
・作業者の指導、教育

環境配慮
商品の購入

環境配慮商品の
購入推進

・環境配慮商品購入推進
（事務所にエコマーク表示）
・新規入社の購入指導

・体制の維持・推進
・新規入者の購入指導
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社会貢献活動

環境経営活動計画環境経営
目標

二酸化炭素
排出量

廃棄物の
排出量

社会貢献活動の
推進する。

・会社周辺の清掃　2回/月
・会社地域の清掃活動に参加
・海田花を咲かせ隊に協力
・SDGｓの勉強会に参加

・体制の確立
（情報の把握）
・情報活動＆協力の徹底
・SDGｓの勉強会に参加



Ⅵ.　環境経営目標の実績

負荷の自己 排出実績 単年度目標 単年度実績
チェックコア指数 （2018年度） 2021年度 2021年度

基準年度 基準比

3％減

電力 kg-CO2 924,949 897,201 763,292 133,909 〇

灯油 kg-CO2 902,376 875,305 802,527 72,778 〇

ガソリン kg-CO2 10,895 10,568 6,666 3,902 〇

軽油 kg-CO2 49,035 47,564 28,395 19,169 〇

LPG kg-CO2 15,969 15,490 46,482 -30,992 ×

CO2合計 kg-CO2 1,903,224 1,846,128 1,647,362 198,766 〇

産業廃棄物の
削減

ｔ 73 71 53 18 〇

一般廃棄物の
削減

ｔ 5 5 5 0 ○

総排水量 総排水量の削減 ㎥ 20,495 19,880 22,096 -2,216 ×

化学物質
使用量

化学物質
使用量の削減

ｋｇ 17,126 16,495 8,318 8,177 〇

塗装方法の
改善

不良率の低減 ％ マル秘 体制維持 達成 達成 ○

環境配慮
商品の購入

環境配慮商品
購入推進

データ無 12品目以上 13品目 達成 〇

会社周辺の清掃 2回/月 2回/月 2回/月 2回/月 実施 ○

清掃活動に参加 1回/月 参加 2回/年 2回/年 参加 ○
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社会貢献活動

評価差
環境経営

目標
単位

廃棄物の
排出量

二酸化炭素
排出量

（注意）

・評価記号 ○・・・目標達成 △・・・ほぼ削減なし ×・・・目標未達成 -・・・未設定、未評価

・電力の二酸化炭素排出量は、0.677ｋｇ-CO₂/kWh（環境省、公表の中国電力㈱の2017年度

実績調整後、排出係数）とした。



Ⅶ．環境経営活動計画の取組結果とその評価、次年度の取組内容

　　　１）、環境経営活動達成状況の評価

◇電力の削減

＜評価＞　
社内全体が節電を意識するようになり
無駄と思われる電力使用なくなった。
今後も社内全体の節電をする意識をさらに
高めたいと思います。

◇灯油の削減

＜評価＞
各工場の乾燥炉使用の削減が管理され
（作業始め、終り）ＯＮ、ＯＦＦに対し無駄な
使用なくなった。
今後も継続して下さい。
巡回時、無駄な使用もなくなっている。

◇ガソリン

＜評価＞
社用車リフト車に於いて無駄な走行はして
おらずアイドリングストップは実施されて
今後購入時に於いて省エネ車に検討中。
※増加原因としてリフト車の道路走行に
　　よるものが大である。（検討中）

◇軽油

＜評価＞
リフト作業による空運転が見当らず往復の
運搬を考え作業している。
今後も皆で話合い改善していって下さい。
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電力排出量(kg-CO2/年）

軽油の排出量(kg-CO2/年）

ガソリンの排出量(kg-CO2/年）

灯油の排出量(kg-CO2/年）

757,476 757,111 763,292

500,000

600,000

700,000

800,000

2019年度 2020年度 2021年度

805,017 825,186
802,527

700,000

800,000

900,000

2019年度 2020年度 2021年度

14,416

16,590

6,666

5,000

7,000

9,000

11,000

13,000

15,000

17,000

2019年度 2020年度 2021年度

38,187

30,826
28,395

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

2019年度 2020年度 2021年度

(消費量）

1，127,462ｋｗｈ

(消費量）

322,300ℓ

(消費量）

2,873ℓ

(消費量）

11,006ℓ



◇液化石油ガス（LPG）の削減

＜評価＞
液化石油ガス（LPG）リフト車を増やした
事で排出量の増加に繋がっている。
無駄な走行をなくし改善していって
下さい。

◇産業廃棄物の削減

＜評価＞
従業員も廃棄物を持込まない、作らない様
努力している。
今後も維持して下さい。

◇総排水量の削減

＜評価＞
トイレ等も人工センサーに徐々に変更し事務所
の節水も身についてきた。
今後も改善していきたい。
※現在、増加現象調査中。

◇化学物質使用の削減

＜評価＞
４工場にて不良率の低減＆塗装の段取り
替えの減少（ロット数の増加）により化学
物質使用量の削減に取組んでいる。
今後も継続して下さい。
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総排水量(㎥/年）　

化学物質使用量(Kg/年）　

温室効果ｶﾞｽ排出量(kg-CO2/年）

産業廃棄物排出量(t/年）　

14,139

27,174

46,482

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

2019年度 2020年度 2021年度

73

87

58

50

60

70

80

90

100

2019年度 2020年度 2021年度

18,033

22,859

22,096

17,000

19,000

21,000

23,000

2019年度 2020年度 2021年度

16,584

9,017 8,318

5,000

7,000

9,000

11,000

13,000

15,000

17,000

2019年度 2020年度 2021年度

2018年度 トリメチルベンゼン追加

・124 ・135

(消費量）

15,494kg



２）、　環境経営活動計画の実施状況まとめ（次年度の取組計画）

電力の削減

・問題機種の検討・改善
・ｴｱｺﾝの省ｴﾈ運転実施
・昼時間の照明OFF
・不良率の低減

・塗装機の変更等に関し検討中
・ｴｱｺﾝの省ｴﾈ運転は冬夏とも95％
実施
・昼時間の照明OFFも担当者を決
め守られている
・各工場に於いてPDCAを機能させ
不良率の低減に取り組んでいる

〇

灯油、ガソリン、
LPG、軽油の削

減

・ﾘﾌﾄ作業の見直し改善
・ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟの実施
・乾燥炉のON,OFFの管理の徹底

･ﾘﾌﾄ作業に於いて往復の荷物を考
え　空作業が無い様、努力している
がｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟは作業者によって
ﾊﾞﾗﾂｷがある（指導要す）
・乾燥炉の管理もﾁｪｯｸｼ-ﾄに記載
され無駄の無い判断が出来ている

〇

産業廃棄物の
削減

・廃棄物発生最小化の検討推進
（作らない、持込まない）
・汚泥の脱水後、廃棄の実施

・不良ﾊﾟﾚｯﾄに対し持込まない（客
先）作らない様、指示されている
・汚泥の増加には工場ﾒﾝﾃの回収
に比例するもので脱水方法の指導
は出来ている

〇

一般廃棄物の
削減

・ｺﾞﾐの分別収集の体制確立 ・ﾀﾞﾝﾎﾞ-ﾙ等再使用出来る物は再
利用され分別収集も確立されてい
る ○

総排水量の削減

・設備、検討、改善
・節水
・水漏れ個所の定期的確認

・水の再生使用も実施され、日々の
節水への意識を高めて行きたいと
思います
・定期的確認も実施され今後も続け
たい

△

化学物質使用量
の削減

・化学物質管理方法の確立
・段取替えの減少

・PRTR化学物質の使用量の削減
は不良率低減＆段取替えの減少
によるものである ○

不良率の低減

・問題機種の検討、改善
・作業者の指導、教育
・4Sの実施

・塗装設備に対し作業者で出来る
事は実施中、機種は検討中である
・4Sは日常作業に於いて習慣づけ
られている尚、低減の為の限度の
見直しは4月より実施

△

環境配慮商品の
購入推進

・ｴｺﾏ-ｸ商品の購入推進 ・ｴｺﾏ-ｸ、ｸﾞﾘ-ﾝﾏ-ｸ商品の優先購
入を徹底し事務用品を大切に使い
購入を控える様にしたいと思います ○

・会社周辺の清掃　2回/月

・本社地域の清掃活動に参加
（今年度、海田花を咲かせ隊に参
加）
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・化学物質管理方法の確立
・段取替えの減少

・塗装方法の改善
・作業者の教育指導
・外観限度の見直し
・吊具の良否の確認

・ｴｺﾏ-ｸ、ｸﾞﾘ-ﾝﾏ-ｸ商品の購
入推進

社会貢献活動の
推進する。 ○

・廃棄物を持込まない作らな
い
・汚泥の脱水方法の指導
・リサイクル品の活用

・設備、検討、改善
・節水
・水漏れ個所の定期的確認

・会社周辺の清掃も定期的に巡回
し月/2回以上実施
・地域の清掃活動も協力し今年度
海田花を咲かせ隊に参加しました

×目標未達成

・リフト作業の見直し改善
・アイドリングストップの実行
・乾燥炉のＯＮ、ＯＦＦの管理
の徹底
・塗装方法の見直し

・会社周辺の清掃　2回/月
・地域の清掃活動&海田花を
咲かせ隊に協力

・ｺﾋﾟ-用紙＆段ボールの再利
用
・入庫時に於いてパレットの
確認
・不良パレットの返却

△ほぼ削減なし
○目標達成

環境目標項目 環境経営活動計画 取組結果
2021年10月～2022年9月

評価
次年度の取組計画

2022年10月以降
環境経営目標（P4参照）
環境経営計画（P5参照）

・問題機種の検討、改善
・エアコンの省エネ運転実施
・不要場所の消灯の徹底
・段取り替えの減少



Ⅷ.　環境関連法規等の遵守状況確認及び評価の結果並びに違反、訴訟有無

（1）　環境関連法規等の遵守状況確認及び評価の結果

関連法規等 対応すべきこと 担当 遵守評価状況

・廃棄処理委託契約書 小川 確認OK。

・マニフェスト対応 〃

・届出毎月6月30日迄 提出済

・水銀使用製品保管場所表示 確認OK

・県知事等への届出 小川 揮発性有機化合物濃度

・測定結果の記録 提出済

・県知事等への届出 小川

・測定結果の記録 記録保管確認

・対象物質の排出量 小川

・移動量届出 PRTR提出済

・届出（毎年4月1日～6月30日）

労働安全衛生法 ・法第57条の三の1.2追加 小川 確認OK

（2）　環境関連法規への違反、訴訟の有無
当社に於ける環境関連法規への違反・訴訟は過去20年以上有りません。

Ⅸ.　代表者による全体評価と見直し指示

項目 取組み状況の評価 変更の
必要性有無 今後への指示

環境経営方針

・エコアクション２１に取組み10年が
過ぎ、新入社員の教育もされ徐々に
身についてきたようである。 無

・会社としても協力出来る範囲はさ
せて頂きますので継続して下さい。
※SDGｓについて参考本を参照し
取組んで行けるところは前に進ん
でみましょう。

環境経営目標
環境経営活動計画

・稼働時間の減少も有るがエネル
ギーの減少＆地域活動への貢献活
動は評価すべきものである。
・作業者の出入の多い中、活動に基
づき指導されている。
・コロナの影響も有目標の達成はさ
れているが今後も努力をして下さ
い。

有

・不良率の減少によりエネルギー消
費他、間接的にかかるので分析し
改善していく事。
・地域社会の貢献活動も継続して
下さい
・日々の４Ｓも継続して下さい。
・今後基準年度の目標値の見直し
及び原位の数値で管理してはどう
か検討して下さい。

環境経営システム

PDCAを回す管理が全員参加でする
ようになった。
従業員の意識が変化しつつある。 無

・PDCAを回す事をわすれずに日
常管理して下さい。
・ﾁｪｯｸ（C)ｱｸｼｮﾝ（A）を怠らず再評
価して継続の事。
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廃棄物処理法

大気汚染防止法

水質汚濁防止法

化学物質排出
把握管理
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Ⅹ. 環境活動の紹介

2022年4月4日 瀬野川便り

河川敷の菜の花も満開、桜も満開！
快晴なので海から戻り、カメラを持参して撮影にいく
瀬野川の菜の花は 20数年前 栗ちゃんと二人で浚渫工
事現場の側に真夜中に行って種をばらまいたのが、
いっちゃん最初
何度も洪水で破壊されたけど、種子は残り 見事に開花
した瀬野川の桜も満開



Ⅺ.　SDGｓの取組み
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